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【改善点のお知らせ】２０１７年１０月より

① 同一地域内の移動：３００円から２５０円へ！

② 停留所（主要な施設）間の移動は、未登録の人も利用可能に

（未登録の人は、自宅での乗降はできません）

③ 登録した人と一緒に移動する場合は、未登録の人も利用可能に

（例 登録者の自宅から一緒に乗って目的地まで）

④ 運行業者との運行経費の契約を見直す

現行一日１４便のうち、平均８．３便しか運行されていないので、

「 一日借り上げ方式」から、実走１便ごとの算出方式に変更（市の経費節減となる）
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今後の展望について大津市は？（大津市地域公共交通活性化協議会 2017.7.11 資料より）

● ２０１７年１０月から２０１８年３月まで、

平均２５％以上の収益率（収益／運行経費）を達成した場合は、更なる

改善を加え２０１８年４月以降も実証運行を継続する。

● 将来的には、地域コミュニティによる自主運営を目指す。

ＮＰＯ志賀あしの会では？

● 志賀地域での新しい移動手段は必要不可欠。利用しやすい形態で継続的に。

● 地域全体で新しい移動手段を応援し、定着させることによって、他の地域で

も新しい移動手段が誕生することを願っています。
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のりあい ー「 ル ん号」の現 と たちの要望を して ます 2017年 10月

「 ル ん号」 ＮＰＯの要望

運行 日 月

運行 おお 以 の志賀地域 志賀地域全域

利用料 2 0円 1 00円 できる 乗りやすい料 で

停留所（主要な施設） 所 さらに 設を 例 自 会 会所

運行 一日 1 便 さらに利用しやす

生 者は、 さらに ルー を 例 利用

約 便は 日まで

後便は の日の 11 まで

便の出発 1 間 まで

運行 実証運行 継続的な 運行を

利用されている方たちの要望や利用しに い方の が、よりよいものにしいてい も大 なものです。

大津市の ー な 会あるごとに を て さい。 たちＮＰＯも せられた を大津市との

の場に活かして行きます。

通 会 2017年 6 月 17日( )に

日出 17 、 7 、 任 13 で

会が成 し、議 が 定 おり 行しました。

今年の来 は、 市会議 、年 者 合

志賀 、新 人志賀 の なさんでした。 れ

れに や かい ましをいた きました。

今年 も「 ル ん号」を応援して、 運行を

す 業 が されました。

算 算 も、「おでか 援 業」がな なっ

たた 、 となりましたが、きちんと をして

いた きました。

が 2年任 のた 、今年は の交 はな

のまま継続しています。

ご ご要望は まで

さい。

の ー ー 新たな 展

2017年 月 1 日大津市議会での 議

の より

201 年の の 1日平均乗降 が、 000
人を え の ー化 を えたた

、大津市も に ー ー設 を要望し、

2020年の実現に て してい とのこと。

は 1日平均乗降 が 1 90人のた 、

の の き げを要望してい とのことでし

た。

暮らしの足を考える会の なさんが２ も

願された内 は、「 から の に

ー ー設 を」です。 0段を える 段は、

お年 り をお ちの方、 ー ーと一緒

に乗りたい人たちの移動を にさせています。

地にお る新しい移動手段について 新の です

● 自動運 の

の な を 点に 間地の公 で自動運 の を走らせる

交通 の実証実 が全 の １３ 所で今 に実施。（ でも）

業 の の 自動 「 ル」

な ４ の を 用する。

自動 日 自動 でも一 や で自動運 できる を実用化する方 です。

● の

のある一 の ーが、 望する乗 に して移動 ー を するというもの。日 の法

では 行 になるた されています。一 の特 （ 地）でこの形態を て していると

こ があります。 後市、 な 。


